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一
、秋
季
俳
句
大
会
第
二
部
当
日
の
進
行
に
つ
き
長
谷
川
・
佐
々

　

木
両
副
会
長
よ
り
説
明
あ
り
確
認
し
た
。
来
賓
、
外
部
選
者

　

特
選
賞
の
選
者
に
合
同
句
集
を
献
呈
す
る
こ
と
に
。
な
お
理

　

事
会
後
事
業
部
、
総
務
部
で
細
部
を
打
合
せ
し
た
。

二
、
秋
の
吟
行
会
の
参
加
見
込
み
は
二
十
四
名
。（
総
務
部
）

三
、
梅
ま
つ
り
俳
句
大
会
の
募
集
案
内
を
配
布
。（
協
会
外
へ

　

98
通
）（
事
業
部　

米
山
理
事
）

　
　

な
お
兼
題
の
梅
に
つ
き「
観
梅
」の
取
扱
い
如
何
に
と
小
野

理
事
か
ら
問
題
提
起
が
あ
り
意
見
交
換
の
結
果
、「
梅
」
は

本
来
植
物
を
想
定
し
て
お
り「
生
活
」範
疇
の「
観
梅
」は
除

外
さ
れ
る
が
そ
の
旨
募
集
時
明
示
し
て
い
な
い
の
で
入
賞
判

定
時
に
必
要
な
場
合
審
査
会
に
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
会
長
、
長
谷
川
副
会
長
）

理
事
会
だ
よ
り
（
10
・
9
）

　

池
田
忠
山　
抄
出

し
ば
ら
く
は
耳
に
残
り
し
蟬
し
ぐ
れ　
　
　
　

門
松　

鳳
文

暑
き
日
や
も
の
言
ひ
た
げ
な
埴
輪
の
目　
　
　

小
澤　

純
子

片
蔭
の
と
ぎ
れ
て
長
き
家
路
か
な　
　
　
　
　

大
澤　

紀
子

油
絵
の
原
爆
ド
ー
ム
晩
夏
光　
　
　
　
　
　
　

髙
杉
掘
三
朗

あ
を
あ
を
と
山
河
連
な
る
夏
料
理　
　
　
　
　

植
松
テ
ル
子

海
開
き
と
ん
び
も
待
つ
て
ゐ
る
や
う
な　
　
　

伊
藤
は
る
子

百
日
の
幸
た
く
は
へ
て
さ
る
す
べ
り　
　
　
　

寶
子
山
京
子

山
伏
の
矢
の
放
た
れ
て
滝
開
き　
　
　
　
　
　

加
藤　

健
治

星
祭
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
椅
子
二
つ　
　
　
　
　

松
岡
美
和
子

熊
蟬
が
に
い
に
い
蟬
と
な
る
目
覚
め　
　
　
　

杉
崎　

せ
つ

　

大
石
雄
介　
抄
出

段
ボ
ー
ル
の
「
上
積
み
厳
禁
」
雲
の
峰　
　
　

竹
下
由
里
子

草
引
く
や
我
に
被
さ
る
雲
の
影　
　
　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

独
り
身
の
枕
の
下
を
天
の
川　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

悦
夫

水
銀
は
個
体
？
液
体
？
芋
の
露　
　
　
　
　
　

佐
々
木
重
満

い
い
風
が
な
か
な
か
来
な
い
冷
奴　
　
　
　
　

小
澤　

園
子

四
捨
五
入
コ
ロ
ツ
ケ
メ
ン
チ
ト
マ
ト
か
な　
　

瀬
戸　

正
洋

異
国
語
の
と
び
か
う
工
事
現
場
立
秋　
　
　
　

杉
山
あ
け
み

夏
の
果
て
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
白
じ
ら
し　
　
　

山
本　

す
み

履
く
人
の
な
き
白
靴
の
土
踏
ま
ず　
　
　
　
　

須
田　

聡
子

熊
蟬
が
に
い
に
い
蟬
と
な
る
目
覚
め　
　
　
　

杉
崎　

せ
つ
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銀
木
犀
忌
明
け
の
人
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア　
　
　
　

菅
野　

英
余

人
の
世
の
小
さ
き
こ
と
よ
秋
の
空　
　
　
　
　
　

北
村　

純
一

一
人
降
り
一
人
乗
る
駅
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　

日
高　

朝
代

秋
天
に
切
り
込
ん
で
ゆ
く
ブ
ー
メ
ラ
ン　
　
　
　

清
水　

呑
舟

金
木
犀
子
ど
も
食
堂
満
席
に　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

久
子

銀
木
犀
甘
え
た
き
日
の
小
さ
き
嘘　
　
　
　
　
　

関
根　

洋
子

高
層
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
秋
天
ま
で
参
り
ま
す
」
長
谷
川
き
よ
志

縦
走
の
尾
根
く
つ
き
り
と
秋
の
空　
　
　
　
　
　

陌
間
み
ど
り

抱
き
上
げ
し
嬰
は
秋
天
を
握
り
し
む　
　
　
　
　

大
山　

道
子

散
り
敷
い
て
掃
く
を
た
め
ら
う
金
木
犀　
　
　
　

伊
藤　
　

梢

木
犀
の
一
枝
を
胸
に
柩
閉
づ　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

凍
崖

木
犀
や
錦
飾
ら
ぬ
ま
ま
に
老
ゆ　
　
　
　
　
　
　

村
場　

十
五

行
進
の
美
し
き
歩
幅
や
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　

大
島
美
恵
子

木
犀
や
旧
家
の
門
は
閉
じ
た
ま
ま　
　
　
　
　
　

𠮷
岡　

孝
三

お
し
や
べ
り
な
風
が
風
押
す
今
木
犀　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

樹
木
葬
選
び
し
母
よ
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　
　

小
畑　

秀
樹

秋
天
へ
少
し
近
づ
く
肩
車　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

保

秋
天
へ
田
の
神
返
す
笛
太
鼓　
　
　
　
　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

ま
ま
ご
と
の
山
盛
り
ご
は
ん
銀
木
犀　
　
　
　
　

伊
藤
あ
つ
子

く
り
か
え
す
背
面
跳
や
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　

内
田
知
江
子

木
犀
や
笑
ひ
て
済
ま
す
物
忘
れ　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

環

秋
天
や
組
体
操
の
震
へ
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

博
之

  　
令
和
7
年
度
小
田
原
秋
季
俳
句
大
会

　

協
会
報
が
11
月
号
で
七
百
号
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
「
小

田
原
俳
句
協
会
報
七
百
号
記
念
大
会
」
と
し
て
企
画
。
事
前
投

句
の
兼
題
「
秋
の
空
、
木
犀
」
に
対
し
二
百
十
五
名
七
百
六
十

二
句
と
か
っ
て
な
い
投
句
が
あ
り
、
十
月
十
一
日
当
日
の
部
に

七
十
名
の
参
加
を
得
て
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
て

開
催
。

　

今
大
会
は
近
隣
俳
句
協
会
代
表
者
に
も
選
者
特
選
を
お
願
い

し
た
他
入
賞
者
数
を
拡
大
し
、
賞
品
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

後
援
の
小
田
原
市
か
ら
は
加
藤
市
長
、
井
上
市
議
会
議
長
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

兼
題
入
賞
作
品

　
　

小
田
原
市
長
賞

母
あ
ら
ば
こ
そ
の
帰
郷
や
金
木
犀　
　
　
　
　
　

駒
場　

京
子

　
　

小
田
原
市
議
会
議
長
賞

木
犀
へ
母
リ
ハ
ビ
リ
の
歩
を
伸
ば
す　
　
　
　
　

小
林　
　

環

　
　

小
田
原
俳
句
協
会
会
長
賞

木
犀
や
机
小
さ
き
写
経
の
間　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　
　

桂

　
　

以
下
俳
句
協
会
賞
（
三
十
位
ま
で
）　

女
子
寮
の
朝
は
賑
や
か
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　

荒　

理
依
子

ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル
向
け
る
秋
の
空　
　
　
　

肥
後
ち
さ
こ

秋
天
へ
ゆ
つ
く
り
伸
ば
す
象
の
鼻　
　
　
　
　
　

齊
藤　
　

桂
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（
小
田
原
俳
句
協
会
名
誉
会
長
）
佃　

悦
夫
特
選

金
木
犀
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
背
中　
　
　
　
　

須
田　

聡
子

（
小
田
原
俳
句
協
会
顧
問
）　
　

大
石
雄
介
特
選

体
ご
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る
秋
の
空　
　
　
　
　
　

原　
　

仁
子

（
小
田
原
俳
句
協
会
会
長
）　
　

村
場
十
五
特
選

横
目
に
も
見
優
る
里
の
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　

小
林
永
以
子

（
春
野
俳
句
会
代
表
）　
　
　
　

長
谷
川
き
よ
志
特
選

ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル
向
け
る
秋
の
空　
　
　
　

肥
後
ち
さ
こ

（
零
俳
句
会
代
表
）　
　
　
　
　

岡
本
史
郎
特
選

秋
の
空
棚
田
に
鎌
の
光
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

田
中　

惠
一

（
み
な
み
俳
句
協
会
代
表
）　
　

加
藤
か
ほ
る
特
選

木
犀
の
香
の
中
ひ
と
日
書
に
耽
け
る　
　
　
　
　

近
藤　

久
江

　

当
日
題
入
賞
作
品
（
席
題
「
秋
季
雑
詠
」）

　
　

小
田
原
俳
句
協
会
会
長
賞

長
き
夜
の
ど
こ
に
つ
け
よ
う
句
読
点　
　
　
　
　

杉
山
あ
け
み

　
　

（
以
下
二
十
位
ま
で
）

こ
の
地
球
の
異
変
見
え
る
か
ト
ン
ボ
の
眼　
　
　

加
藤
か
ほ
る

命
あ
る
限
り
現
役
大
根
蒔
く　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒　

和
風

し
あ
は
せ
に
気
づ
く
し
あ
は
せ
稲
の
花　
　
　
　

関
戸
わ
よ
こ

渋
柿
や
空
に
日
の
跡
残
り
を
り　
　
　
　
　
　
　

外
山　

遊
児

隅
と
い
ふ
落
ち
着
く
席
や
小
鳥
来
る　
　
　
　
　

渡
辺　

治
美

沖
雲
に
の
こ
る
茜
や
牧
水
忌　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　
　

悠

木
犀
や
三
寸
開
け
る
厨
窓　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

幸
子

廃
校
や
大
樹
に
な
り
し
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　

菅
野　

英
余

　

選
者
特
選
賞

　
　

（
平
塚
市
俳
句
協
会
会
長
）　

石
黒
和
風
特
選

母
あ
ら
ば
こ
そ
の
帰
郷
や
金
木
犀　
　
　
　
　
　

駒
場　

京
子

　

（
神
奈
川
県
現
代
俳
句
協
会
名
誉
会
長
）
尾
崎
竹
詩
特
選

木
犀
を
ち
り
ば
め
夜
の
満
ち
て
ゆ
く　
　
　
　
　

芳
賀　

陽
子

　

（
厚
木
市
俳
句
協
会
会
長
）　
　

川
島
浩
平
特
選

秋
空
や
馬
の
背
に
ゐ
て
草
千
里　
　
　
　
　
　
　

村
場　

十
五

　

（
茅
ヶ
崎
俳
句
連
盟
会
長
）　
　

清
水
呑
舟
特
選

秋
天
へ
心
の
句
帳
ひ
ら
き
け
り　
　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

　

（
相
模
原
俳
句
連
盟
会
長
）　
　

菅
沼
と
き
子
特
選

よ
く
と
ほ
る
少
年
の
声
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　

山
本　

す
み

　

（
秦
野
市
俳
句
協
会
会
長
）　
　

竹
村
半
掃
特
選

木
犀
の
こ
ぼ
れ
て
水
面
み
じ
ろ
が
ず　
　
　
　
　

山
本　

す
み

　

（
神
奈
川
県
現
代
俳
句
協
会
会
長
）
芳
賀
陽
子
特
選

金
木
犀
子
ど
も
食
堂
満
席
に　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

久
子

　

（
横
須
賀
俳
句
協
会
会
長
）　
　

芳
賀
久
雄
特
選

木
犀
の
一
枝
を
胸
に
柩
閉
づ　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

凍
崖

　

（
中
井
俳
句
協
会
会
長
）　
　
　

長
谷
川
昭
放
特
選

木
犀
や
越
し
た
る
隣
家
い
ま
如
何
に　
　
　
　
　

中
村　

玉
水

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　
　
　

ほ
　
し
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新
米
や
い
ろ
は
の
い
か
ら
農
学
び　
　
　
　
　
　

片
野　

節
子

鰯
雲
君
の
見
て
い
る
空
を
見
る　
　
　
　
　
　
　

百
武　

尚
美

南
無
阿
弥
陀
仏
自
然
薯
そ
っ
と
引
く　
　
　
　
　

田
畑
ヒ
ロ
子

こ
れ
以
上
太
る
こ
と
な
き
秋
の
空　
　
　
　
　
　

若
村　

京
子

尊
徳
の
松
の
百
態
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
本　

育
子

ポ
ン
菓
子
は
昭
和
の
遺
産
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

北
村　

文
江

栗
拾
う
縄
文
人
の
貌
を
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
昭
放

嫁
菜
菊
野
に
あ
る
や
う
に
活
け
も
し
て　
　
　
　

中
村　

玉
水

七
百
号
の
記
念
誌
待
た
る
秋
日
和　
　
　
　
　
　

近
藤　

久
江

平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
菊
膾　
　
　
　
　
　
　

陌
間
み
ど
り

戦
場
を
眼
に
焼
き
つ
け
て
雁
渡
る　
　
　
　
　
　

芳
賀　

陽
子

気
分
屋
の
エ
ン
ジ
ン
騙
し
稲
を
刈
る　
　
　
　
　

𠮷
岡　

孝
三

灯
火
親
し
言
の
葉
つ
ま
る
イ
ン
ク
壺　
　
　
　
　

岡
本　
　

保

■

二
〇
二
六
年　

俳
人
協
会
カ
レ
ン
ダ
ー　
　
　
　
　
　

　

五
月

　
　

学
食
の
薄
き
ハ
ム
カ
ツ
若
葉
風　
　
　
　
　

齊
藤　
　

桂

　

六
月

　
　

城
壁
の
翳
り
て
椎
の
花
匂
ふ　
　
　
　
　
　

瀬
戸　
　

悠

　
　
　
　

　

足
立
和
子　
　
　
　
　

 　
　

　
涼
し
さ
や
文
様
の
な
き
土
師
・
須
恵
器
　
池
田
　
忠
山

　

文
様
の
何
一
つ
な
い
茶
褐
色
の
土
師
器
、
青
灰
色
の
須
恵

器
に
感
じ
ら
れ
る
清
々
し
さ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
気
持
の

涼
し
さ
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。
土
師
器
と
は

古
墳
時
代
の
始
め
頃
ま
で
野
焼
き
の
よ
う
な
方
法
で
作
ら
れ

日
本
独
特
の
土
器
の
一
種
で
軟
ら
か
い
茶
褐
色
し
た
土
器
で

あ
る
。
須
恵
器
と
は
古
墳
時
代
の
中
頃
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝

わ
っ
た
高
温
の
窯
で
焼
く
硬
い
青
灰
色
を
し
た
土
器
の
事
。

文
様
の
な
い
器
に
涼
し
さ
を
感
じ
て
い
る
贅
沢
な
幸
せ
感
が

良
い
。
こ
の
暑
い
日
々
の
最
高
の
贈
物
。
こ
ん
な
想
い
を
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
の
句
に
共
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

松
下
俊
之

　

寂
し
さ
の
残
る
線
香
花
火
か
な
　
　
　
　
尾
﨑
　
一
夫

　

夏
休
み
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
花
火
が
あ
り
ま
す
。
揚
花

火
や
仕
掛
花
火
は
勿
論
、
庭
で
の
手
花
火
に
も
忘
れ
が
た
い

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
待
ち
に
待
っ
た
花
火
セ
ッ
ト
を
開
け

る
と
派
手
な
花
火
を
取
り
合
っ
て
、
次
々
に
子
ど
も
が
興
じ

ま
す
。
気
が
つ
く
と
線
香
花
火
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
終
わ
り
な
の
、
次
は
い
つ
か
な
」
と
言
い
な
が
ら
始

め
ま
す
。
名
残
惜
し
む
線
香
花
火
に
は
無
口
に
さ
せ
る
力
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
熱
狂
と
寂
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

俳句おだわら鑑賞（令和7年9月号）

も
ん
よ
う
　
　
　
　
　
　
　 

は
　
じ
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陽
炎
や
教
室
出
さ
れ
る「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
岡
本
　
史
郎

　

文
化
統
制
が
ヒ
ロ
シ
マ
で
も
・
・
・

寂
し
さ
の
残
る
線
香
花
火
か
な　
　
　
　
　

尾
﨑
　
一
夫

　

あ
の
火
玉
を
長
持
ち
さ
せ
よ
う
と
・
・
・
残
念
無
念
の
一
句
。

や
さ
し
さ
を
と
き
ど
き
忘
れ
草
の
花　
　
　

小
澤
　
純
子

　

日
々
い
つ
も
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
た
ら
と
。

青
柿
や
少
年
と
い
う
未
成
熟　
　
　
　
　
　

小
澤
　
園
子

　

青
は
未
熟
の
意
、
青
柿
に
青
臭
さ
を
感
じ
た
。

新
盆
や
姉
は
七
十
九
の
ま
ま　
　
　
　
　
　

小
野
　
菊
土

　

三
年
の
介
護
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

秋
の
夜
に
永
久
の
調
べ
や
カ
ン
パ
ネ
ラ　
　

香
川
　
花
子

　

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
の
奏
で
る
音
を
詠
み
ま
し
た
。

生
ま
れ
来
る
子
に
も
乾
杯
梅
の
春　
　
　
　

片
野
　
節
子

　

新
し
い
命
の
幸
せ
と
無
事
を
願
い
ま
し
た
。

梅
雨
長
し
人
町
老
い
て
空
の
バ
ス　
　
　
　

勝
木
　
澄
子

　

少
子
化
と
高
齢
化
の
現
代
を
愁
い
ま
し
た
。

大
雪
山
の
噴
煙
摩
く
な
な
か
ま
ど　
　
　
　

加
藤
　
幾
代

　

大
雪
山
の
お
花
畑
を
歩
き
七
竈
の
赤
い
実
に
和
ん
だ
。

病
む
地
球
の
季
節
を
繋
ぐ
虫
の
声　
　
　
　

加
藤
か
ほ
る

　

よ
う
や
く
秋
、
虫
の
鳴
く
声
に
安
堵
す
る
。

ポ
ン
ポ
ン
と
新
茶
詰
め
す
る
座
敷
か
な　
　

岩
本
ひ
さ
み

　

製
茶
農
家
は
新
茶
を
売
物
、
贈
答
な
ど
袋
詰
め
し
ま
す
。

初
蝶
や
水
新
し
き
手
水
鉢　
　
　
　
　
　
　

内
田
知
江
子

　

麗
ら
か
な
春
の
到
来
を
初
蝶
と
水
で
吟
じ
ま
し
た
。

ご
み
む
し
バ
ッ
ハ
ご
み
む
し
バ
ッ
ハ
夏
近
し　

大
石
　
和
子

　

自
由
に
書
け
て
す
ご
く
気
に
入
っ
て
い
る
。

甲
羅
甲
羅
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
み
ど
り
亀
甲
羅　

大
石
　
雄
介

　

こ
と
ば
は
一
本
の
花
の
よ
う
に
た
だ
立
っ
て
い
れ
ば
い
い
。

芒
野
に
三
百
六
十
度
の
孤
独　
　
　
　
　

大
佐
田
う
づ
き

　

自
分
の
中
の
孤
独
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
思
い
を
感
じ
て
。

寄
り
掛
る
樟
の
大
樹
や
秋
日
和　
　
　
　
　

大
沢
　
年
子

　

私
が
学
ん
だ
小
学
校
に
は
い
ま
で
も
樟
の
巨
木
が
健
在
。

青
饅
や
父
に
尋
ぬ
る
酢
の
加
減　
　
　
　
　

大
澤
　
紀
子

　

父
の
好
物
を
今
年
も
作
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
表
現
。

玉
苗
や
さ
ね
さ
し
相
模
雨
の
中　
　
　
　
　

大
島
美
恵
子

　

原
風
景
が
突
然
十
七
文
字
と
な
っ
た
。

梅
が
香
に
誘
ひ
さ
そ
は
れ
小
半
日　
　
　
　

大
塚
　
行
人

　

梅
ど
こ
ろ
、
富
士
山
を
望
む
豊
か
な
自
然
に
暮
ら
す
感
謝
。

秋
暑
し
小
銭
す
っ
き
り
使
い
切
る　
　
　
　

岡
田
　
典
代

　

小
銭
は
重
く
て
騒
が
し
い
。
爽
や
か
な
秋
へ
。

だ   

い   

せ   

つ

ひ
と
も
と
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十
薬
が
天
使
に
見
え
る
母
逝
き
て
　
　
　
　
河
本　

純
子

　
母
が
他
界
し
て
庭
に
あ
る
十
薬
が
天
使
に
見
え
た
。

花
筏
添
う
て
流
る
る
影
筏
　
　
　
　
　
　
　
神
田　

征
夫

　
花
筏
の
影
が
川
底
に
映
り
流
れ
る
様
に
気
づ
き
詠
ん
だ
。

桜
咲
け
癌
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ン
・
英
余
　
　
　
菅
野　

英
余

　
放
射
線
治
療
経
過
良
好
。
再
生
す
る
私
。
河
津
桜
満
開
。

野
良
着
に
も
母
に
映
え
あ
る
地
図
の
汗
　
　
北
村　

文
江

　
田
草
取
の
母
は
汗
だ
ら
け
、
働
く
こ
と
を
惜
し
ま
ず
。

初
午
の
夜
は
白
狐
の
鳴
く
だ
ろ
か　

　
　
　
木
村　

幸
枝

　
氏
神
様
の
ご
神
体
は
白
狐
の
毛
、
声
を
聞
い
て
み
た
い
。

身
に
な
じ
む
木
綿
の
農
良
着
秋
涼
し　

　
久
保
寺
ト
ミ
子

　
畑
仕
事
に
生
き
て
き
た
半
生
、
木
綿
の
農
良
着
は
制
服
。

鼯
鼠
は
疫
病
の
空
を
辷
り
を
る
　
　
　
　
小
島
ノ
ブ
ヨ
シ

　
滑
空
す
る
鼯
鼠
を
見
た
と
き
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ま
あ
野
鳥
こ
と
わ
り
も
な
く
ぶ
ど
う
た
べ
　
小
瀬
村
信
子

　
野
鳥
は
頭
が
よ
く
袋
の
下
か
ら
ぶ
ど
う
を
食
べ
て
い
た
。

白
鷺
や
荻
窪
堰
の
梅
雨
晴
れ
間　

　
　
　
小
早
川
の
ぞ
み

　
目
隠
し
の
竹
垣
を
と
っ
た
荻
窪
堰
に
白
鷺
が
餌
を
探
し
て
い
た
。

鳥
雲
に
未
完
の
ま
ま
の
設
計
図　

　
　
　
　
小
林
永
以
子

　
建
築
科
の
次
男
が
交
通
事
故
で
未
完
成
の
設
計
図
人
生
も
。

鮎
を
追
ふ
子
ら
の
頭
上
を
Ｂ
二
十
九　

　
　
加
藤　

健
治

　
八
歳
の
時
下
校
途
中
の
小
川
で
鮎
を
追
い
か
け
て
い
た
。

思
い
出
を
結
ぶ
風
鈴
百
の
声　

　
　
　
　
　
加
藤　

富
江

　
思
い
出
は
美
し
く
素
晴
ら
し
い
！

究
極
の
平
和
を
探
す
秋
の
寺　

　
　
　
　
　
加
藤　

春
江

　
人
間
社
会
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
柄
に
思
い
を
馳
せ
て
。

半
生
を
寺
に
仕
へ
て
冬
至
粥　

　
　
　
　
　
加
藤
ま
り
こ

　
ふ
と
振
り
返
っ
て
気
付
い
た
自
分
の
人
生
。

竹
馬
を
一
段
あ
げ
て
別
世
界　

　
　
　
　
　
門
松　

鳳
文

　
竹
馬
を
一
段
あ
げ
る
と
景
色
が
新
鮮
に
見
え
た
思
い
出
。

医
の
道
や
終
点
の
な
き
春
の
道　

　
　
　
　
神
山
つ
と
む

　
人
び
と
に
健
康
を
送
り
明
る
く
生
き
た
い
。

秋
の
月
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
う
さ
ぎ
居
そ
う
　
川
上　

靖
子

　
故
里
に
住
ん
で
い
た
頃
の
疑
問
。

風
と
樹
が
ロ
ッ
ク
を
踊
る
避
暑
地
か
な
　
　
川
瀬　

芳
子

　
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
思
い
出
し
。

座
り
っ
ぱ
な
し
の
青
蛙
の
欠
伸
判
る
な
ー
　
川
合　

昌
子

　
卒
寿
越
え
は
で
き
た
け
ど
入
院
ぐ
ら
し
、
散
歩
に
・
・
・
。

臈
た
け
し
御
感
の
藤
へ
風
少
し
　
　
　
　
　
川
本　

育
子

　
か
っ
て
主
催
し
た
「
藤
ま
つ
り
」
で
詠
ん
だ
句
で
す
。
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朝
顔
や
企
業
戦
士
の
靴
の
音　

　
　
　
　
　
下
平
　
美
子

　
爽
や
か
な
朝
、
木
に
絡
ん
だ
朝
顔
と
仕
事
に
燃
え
る
人
。

寒
垢
離
に
切
れ
て
飛
び
散
る
念
珠
か
な　

　
庄
司
　
下
載

　
切
れ
・
飛
び
・
散
る
と
畳
み
か
け
て
コ
マ
送
り
で
映
像
化
。

百
年
の
屋
根
葺
き
替
え
し
雛
の
家　

　
　
　
杉
本
　
久
子

　
瀬
戸
屋
敷
の
雛
祭
。
葺
き
替
え
た
屋
根
に
感
動
し
た
。

黄
砂
降
る
視
力
検
査
の
あ
て
ず
っ
ぽ
　
　
　
杉
山
あ
け
み

　
そ
れ
で
も
結
構
当
た
っ
て
い
た
り
し
て
笑
え
ま
す
。

梅
花
藻
や
光
の
破
片
渦
に
乗
せ
　
　
　
　
　
鈴
木
　
陽
子

　
川
の
煌
め
き
と
梅
花
藻
の
白
さ
を
表
現
し
た
か
っ
た
。

魂
は
奈
落
に
眠
る
去
年
今
年　

　
　
　
　
　
須
田
　
聡
子

　
思
い
が
け
ず
兜
太
選
を
頂
い
た
、
私
の
俳
句
の
原
点
。

飼
犬
に
「
待
て
」
を
教
へ
る
日
永
か
な
　
　
関
戸
わ
よ
こ

　
一
粒
の
お
や
つ
を
必
死
に
我
慢
す
る
子
犬
に
癒
さ
れ
た
。

十
月
尽
言
葉
を
入
れ
替
へ
て
み
て
も
言
葉
　
瀬
戸
　
正
洋

　
言
葉
で
感
情
意
思
等
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

淋
し
き
日
健
気
に
咲
き
し
余
花
に
会
う　

　
瀬
戸
と
み
子

　
娘
の
病
気
に
折
れ
る
心
を
余
花
が
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

春
泥
に
歪
む
太
陽
修
司
の
忌　

　
　
　
　
　
瀬
戸
　
　
悠

　
前
衛
芸
術
家
と
し
て
多
方
面
に
活
躍
の
寺
山
へ
の
思
慕
。

負
け
た
つ
て
い
い
蛍
烏
賊
発
光
す　

　
　
　
小
林
　
　
環

　
捕
獲
後
一
斉
に
発
光
す
る
蛍
烏
賊
に
自
分
を
重
ね
。

長
恨
歌
書
き
継
ぐ
春
の
夕
べ
か
な　

　
　
　
近
藤
　
久
江

　
白
居
易
の
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
と
の
悲
し
い
恋
物
語
。

ク
リ
ッ
プ
の
と
び
つ
く
磁
石
朝
曇　

　
　
　
西
賀
　
久
實

　
未
曽
有
の
暑
さ
に
生
き
る
事
と
真
摯
に
向
き
あ
っ
た
今
夏
。

月
光
や
駱
駝
は
海
の
夢
を
見
る　

　
　
　
　
齊
藤
　
　
桂

　
砂
漠
に
眠
る
駱
駝
の
夢
は
海
を
泳
ぐ
夢
か
も
し
れ
な
い
。

香
煙
の
路
地
の
行
来
や
地
蔵
盆　

　
　
　
　
斉
藤
し
ず
か

　
童
心
に
返
り
板
橋
の
お
地
蔵
さ
ん
に
参
る
。

オ
ー
ロ
ラ
を
抱
き
て
眠
る
母
の
胸　

　
　
　
佐
々
木
重
満

　
厳
し
く
、
短
命
だ
っ
た
母
へ
の
憧
憬
。

ふ
る
さ
と
に
盆
歌
の
あ
り
口
遊
む　

　
　
　
佐
宗
　
欣
二

　
盆
歌
は
西
条
八
十
作
詞
　
中
山
晋
平
作
曲
の
強
羅
音
頭
。

息
白
し
工
事
現
場
の
誘
導
員　

　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
子

　
厳
寒
の
中
高
令
の
方
が
働
い
て
い
る
。
生
活
守
る
た
め
に
…
。

小
気
味
よ
き
牛
車
の
音
や
賀
茂
祭　

　
　
　
澁
谷
　
明
子

　
御
所
か
ら
く
り
出
す
様
は
王
朝
絵
巻
を
観
て
い
る
よ
う
。

春
浅
し
米
粒
ほ
ど
の
白
き
花　

　
　
　
　
　
清
水
美
代
子

　
足
元
に
小
さ
な
花
を
み
つ
け
て
花
の
強
さ
に
感
動
し
た
。

か
け
　
ら

ゆ 

き 

き
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お
び
ん
ず
る
撫
で
て
息
災
初
地
蔵
　
　
　
　
田
中
　
惠
一

　
痛
い
と
こ
ろ
と
同
じ
と
こ
ろ
を
撫
で
る
と
治
る
と
い
う
。

ち
ち
は
は
を
語
り
つ
く
し
て
盆
の
月
　
　
　
田
中
　
幸
子

　
お
盆
。
同
胞
集
い
父
母
へ
感
謝
と
想
い
出
は
尽
き
ず
。

ソ
プ
ラ
ノ
が
降
っ
て
来
そ
う
な
冬
星
座
　
　
田
畑
ヒ
ロ
子

　
冬
星
の
光
り
か
ら
、
ソ
プ
ラ
ノ
が
聞
こ
え
そ
う
。

イ
ニ
シ
ャ
ル
は
E
・
Т
乱
行
し
て
夏　

　
　
佃
　
　
悦
夫

　
地
球
外
宇
宙
人
と
し
て
生
ま
れ
つ
い
た
か
。

プ
レ
ハ
ブ
の
校
舎
の
三
年
卒
業
す
　
　
　
　
出
澤
　
洋
子

　
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
と
被
災
し
た
子
等
の
今
と
。

稲
穂
波
「
喜
び
の
歌
」
謳
ふ
か
に　

　
　
　
富
田
　
公
子

　
風
が
強
く
稲
穂
が
大
き
く
波
打
つ
と
歌
が
聞
こ
え
た
。

ぶ
ら
ん
こ
の
少
年
青
い
風
に
乗
る　

　
　
　
豊
田
　
幸
枝

　
少
年
が
風
に
乗
っ
て
未
来
を
夢
見
て
い
る
。

月
光
に
五
代
の
墓
や
老
桜　

　
　
　
　
　
　
鳥
海
　
壮
六

　
藤
田
湘
子
先
生
の
眠
る
早
雲
寺
に
老
桜
が
咲
き
盛
る
。

ま
た
一
人
星
に
な
り
け
り
冬
銀
河
　
　
　
　
中
田
　
笑
子

　
も
う
会
え
ぬ
人
が
星
の
中
か
ら
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
。

語
り
部
は
記
憶
の
伝
承
終
戦
日
　
　
　
　
　
中
津
川
晴
江

　
被
災
者
が
減
り
風
化
防
止
で
語
り
継
ぐ
大
切
さ
を
感
じ
。

七
十
年
藷
口
に
せ
ず
父
逝
け
り　

　
　
　
　
瀬
戸
　
り
ん

  
「
一
生
分
食
っ
た
。
」
父
の
戦
争
が
や
っ
と
終
っ
た
。

蟇
の
こ
ゑ
わ
が
晩
景
を
明
る
う
す　

　
　
　
芹
澤
　
常
子

　
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
が
好
き
な
蟇
と
わ
が
老
境
を
取
合
せ
た
。

田
仕
舞
ひ
と
決
め
て
積
み
出
す
今
年
米　

　
髙
井
　
幸
子

　
米
作
り
も
今
年
で
最
後
、
ほ
っ
と
し
た
が
寂
し
さ
も
。

一
斉
に
ポ
ン
プ
の
唸
り
出
初
式　

　
　
　
　
髙
杉
掘
三
朗

　
一
斉
放
水
の
ポ
ン
プ
車
に
着
目
し
て
詠
ん
だ
。

神
に
榊
仏
に
樒
初
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

　
初
明
の
取
合
わ
せ
に
よ
り
常
の
景
に
異
な
る
趣
が
出
せ
た
。

激
動
の
語
り
部
と
な
り
終
戦
日　

　
　
　
　
髙
橋
　
小
糸

　
青
春
時
代
、
モ
ン
ペ
姿
の
防
空
頭
巾
で
日
々
過
ご
し
た
。

子
と
包
む
ギ
ョ
ー
ザ
大
小
ち
ち
ろ
鳴
く
　
　
高
橋
千
代
子

　
子
と
賑
や
か
に
ギ
ョ
ー
ザ
を
包
む
、
形
は
悪
く
て
も
旨
い
。

栗
の
実
の
爆
ぜ
て
見
え
た
る
本
音
か
な　

　
髙
橋
み
ど
り

　
毬
に
包
ま
れ
し
栗
が
爆
ぜ
て
顕
に
本
音
が
表
面
化
す
る
。

二
階
ま
で
畳
の
匂
い
冬
銀
河
　
　
　
　
　
　
竹
下
由
里
子

　
畳
が
入
っ
た
夜
、
階
段
を
上
が
り
な
が
ら
得
た
句
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
小
さ
な
秘
密
抱
へ
を
り
　
　
武
居
裕
美
子

　
誰
も
が
心
に
持
つ
煌
々
し
た
想
い
を
詠
み
ま
し
た
。
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見
お
ろ
せ
ば
浅
草
観
音
片
し
ぐ
れ
　　
　
　

星
　
　
一
義

　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
眺
望
を
詠
ん
だ
。

セ
ミ
し
ぐ
れ
終
わ
り
の
ゼ
ロ
か
始
ま
り
か　

本
多
登
美
子

　

セ
ミ
の
声
に
終
わ
り
を
感
じ
始
ま
り
を
思
う
。

子
の
顔
を
忘
れ
し
母
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　

肥
後
ち
さ
こ

　

生
き
て
い
て
く
れ
る
だ
け
で
感
謝
。
今
年
の
母
の
日
に
。

刺
の
あ
る
紫
紺
の
茄
子
の
曲
線
美
　　
　
　

廣
田
　
悦
子

　

夫
が
丹
精
し
た
朝
採
れ
茄
子
の
新
鮮
さ
が
伝
わ
れ
ば
と
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
や
飛
び
立
つ
軍
用
機
　　
　

深
澤
　
一
華

　

厚
木
基
地
と
そ
の
前
の
公
園
の
対
比
を
詠
ん
だ
。

桜
舞
う
麻
痺
の
あ
る
子
の
一
歩
か
な　
　
　

二
上
　
光
子

　

四
六
年
前
の
脳
性
麻
痺
の
教
え
子
の
一
歩
。
今
も
鮮
明
。

ふ
る
さ
と
の
夜
を
ゆ
る
り
と
踊
り
を
り
　　

二
見
　
和
江

　

子
を
胸
に
ゆ
っ
た
り
と
踊
る
美
し
い
女
性
を
見
た
。

落
日
の
な
ほ
力
あ
り
水
を
打
つ
　　
　
　
　

古
屋
　
德
男

　

明
日
登
る
力
強
い
落
日
。
私
の
活
力
も
こ
う
あ
り
た
い
。

短
夜
や
恩
師
と
友
と
旅
に
あ
り
　　
　
　
　

松
岡
美
和
子

　

学
生
の
頃
の
話
が
弾
み
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
た
。

あ
の
頃
を
誇
る
城
址
の
松
落
葉
　　
　
　
　

松
下
　
俊
之

　

小
田
原
城
本
丸
跡
に
残
る
七
本
松
の
雄
姿
を
詠
ん
だ
。

青
空
に
束
縛
は
な
し
夏
の
雲
　　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

　

自
由
に
形
を
変
え
る
夏
雲
、
大
き
な
希
望
を
見
た
。

子
供
等
が
風
に
な
っ
た
よ
芒
原
　　
　
　
　

中
村
　
昌
男

　

芒
原
を
吹
く
風
が
遊
ぶ
子
供
等
を
仲
間
に
し
て
し
ま
っ
た
。

褒
め
ら
れ
て
そ
し
て
寂
し
い
蜆
採
り
　　
　

中
村
　
裕
子

　

褒
め
ら
れ
た
嬉
し
さ
と
蜆
の
哀
れ
さ
、
少
女
期
の
葛
藤
。

雁
の
群
れ
発
つ
淼
々
と
あ
さ
ぼ
ら
け
　　
　

中
山
智
津
子

　

辞
書
に
「
淼
々
」
の
言
葉
を
発
見
、
文
字
か
ら
連
想
し
た
。

一
寺
だ
け
遍
路
と
歩
く
伊
予
の
道
　　
　

の
が
わ
き
い
ち

　

一
度
は
歩
き
遍
路
を
と
、
何
時
の
日
か
ほ
ん
も
の
を
。

ば
り
ば
り
と
タ
オ
ル
の
乾
く
炎
暑
か
な
　　

陌
間
み
ど
り

　

初
投
句
初
入
選
の
記
念
の
句
。
身
辺
を
素
直
に
詠
ん
だ
。

か
な
が
は
の
か
な
か
な
な
か
な
か
な
か
ぬ
か
な　

長
谷
川
き
よ
志

　

神
奈
川
の
蜩
中
々
泣
か
ぬ
か
な
、
自
虐
の
一
句
に
認
め
た
。

猟
銃
音
近
し
日
輪
脈
打
て
り　
　
　
　
　
　

畠
　
　
梅
乃

　

猟
銃
音
が
轟
き
い
ま
命
が
一
つ
消
え
た
の
だ
と
思
っ
た
。

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
主
な
き
部
屋
へ
光
置
く
　　
　

原
　
　
仁
子

　

亡
き
子
の
部
屋
へ
飾
っ
た
花
に
明
る
い
子
の
姿
を
見
た
。

き
さ
ら
ぎ
の
橋
上
を
く
る
犬
の
脚
　　
　
　

寶
子
山
京
子

　

か
っ
て
飼
っ
て
い
た
犬
の
幻
影
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

べ
う
べ
う
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星
月
夜
子
の
住
む
北
を
仰
ぎ
け
り
　
　
　
　
山
田
　
照
子

　
初
め
て
娘
を
嫁
が
せ
て
間
も
な
い
頃
。

虫
時
雨
ラ
ジ
オ
も
消
し
て
灯
も
消
し
て
　
　
山
本
　
す
み

　
長
い
酷
暑
。
忘
れ
て
い
た
自
然
の
夜
を
思
い
朝
を
待
つ
。

不
二
の
影
あ
り
し
日
思
ふ
盆
踊
り
　
　
　
　
湯
浅
　
義
幸

　
盆
踊
の
と
き
の
不
二
の
姿
が
大
き
く
思
い
出
さ
れ
た
。

魍
魎
の
纏
ふ
夜
更
け
の
花
吹
雪
　
　
　
　
　
横
塚
　
昌
平

　
妖
艶
な
桜
吹
雪
の
昼
と
夜
と
の
二
面
性
を
書
き
た
く
。

父
と
子
の
野
鳥
観
察
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
百
代

　
風
香
る
頃
の
父
と
子
の
野
鳥
観
察
の
ほ
ほ
え
ま
し
さ
。

人
は
み
な
よ
き
も
の
も
ち
て
草
の
花
　
　
　
吉
田
　
康
雄

　
人
も
草
の
花
も
夫
々
の
環
境
で
個
性
を
発
揮
し
て
い
る
。

良
い
嫁
の
定
義
な
ど
な
し
初
茄
子
　
　
　
　
米
山
　
　
翠

　
初
茄
子
の
よ
う
に
不
格
好
で
味
わ
い
深
い
関
係
に
し
た
い
。

垣
間
見
る
文
士
の
庭
や
夾
竹
桃
　
　
　
　
　
來
田
　
新
子

　
憧
れ
の
文
士
の
庭
に
は
今
年
も
夾
竹
桃
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

風
薫
る
は
た
り
と
動
く
牛
の
耳
　
　
　
　
　
若
村
　
京
子

　
牛
に
も
風
が
気
持
ち
良
い
の
だ
ろ
う
、
耳
で
喜
ん
で
い
る
。

花
八
ツ
手
寺
に
産
着
の
干
さ
れ
お
り
　
　
　
和
田
恵
美
子

　
ふ
と
目
に
し
た
光
景
。
い
の
ち
の
繫
が
り
を
思
っ
た
。

襟
ゆ
る
く
ち
ん
ま
り
座
せ
り
生
身
魂
　
　
　
松
良
　
榮
美

　
姑
と
同
年
令
に
な
っ
た
け
ど
ち
ん
ま
り
と
は
い
か
な
い
。

オ
ー
プ
ン
カ
ー
犬
反
り
出
し
て
夏
盛
ん
　
ミ
ス
テ
ゥ
レッ
タ
弘
美

　
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
犬
も
車
か
ら
身
を
反
り
出
し
満
喫
。

冬
の
薔
薇
碧
空
向
い
凛
と
咲
く
　
　
　
　
　
峯
尾
ユ
キ
エ

　
初
め
て
の
句
。
こ
れ
か
ら
の
気
持
ち
を
込
め
た
愛
し
い
句
。

ユ
ー
カ
リ
の
幹
に
一
本
蟻
の
道
　
　
　
　
　
村
場
　
十
五

　
大
小
を
取
り
合
わ
せ
眼
前
の
景
を
シ
ン
プ
ル
に
描
写
。

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
日
の
来
て
秋
の
空
　
　
　
森
田
　
久
江

　
私
が
十
才
の
時
に
終
戦
に
な
る
、
毎
年
忘
れ
る
事
は
な
い
。

読
初
や
兄
も
話
者
な
る
民
俗
誌
　
　
　
　
　
守
屋
　
ま
ち

　
故
郷
は
小
学
校
ま
で
歩
い
て
一
時
間
の
山
里
だ
っ
た
。

今
朝
の
秋
空
の
深
さ
に
は
は
の
か
お
　
　
　
安
池
　
利
枝

　
誕
生
日
と
命
日
が
同
じ
の
母
を
思
い
だ
す
。

鰯
雲
あ
れ
が
最
後
の
ふ
た
り
た
び
　
　
　
　
柳
川
　
紀
枝

　
夫
は
車
椅
子
生
活
と
な
り
好
き
な
旅
行
に
も
行
け
ず
…
。

心
と
体
折
り
あ
ひ
つ
か
ず
木
の
葉
髪
　
　
　
柳
澤
ミ
サ
子

　
体
調
を
崩
し
た
。
兼
題
の
季
語
が
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
た
。

妣
に
今
尋
ね
た
き
こ
と
さ
く
ら
ん
ぼ
　
　
　
山
﨑
美
知
子

　
六
月
に
毎
年
故
郷
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
送
っ
て
く
れ
た
母
。

し
ん
　
　
た
い
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ふ
る
ま
ひ
の
少
し
姉
ぶ
る
鳳
仙
花　
　
　
　

池
田　

忠
山

　
　

◆
こ
よ
ろ
ぎ
（
9
・
26
）　
　
　

つ
と
む
報

梨
を
喰
む
子
に
た
し
か
な
る
の
ど
ぼ
と
け　

大
澤　

紀
子

稲
雀
散
れ
ば
ほ
ど
な
く
通
り
雨　
　
　
　
　

髙
杉
掘
三
朗

葡
萄
喰
ふ
た
び
思
ひ
出
す
甲
斐
の
山　
　
　

神
山
つ
と
む

　
　

◆
青
梅
（
10
・
1
）　
　
　
　
　
　

幸
子
報

秋
晴
れ
の
箱
根
連
山
一
望
す　
　
　
　
　
　

大
塚　

行
人

味
噌
か
へ
て
秋
風
ぬ
け
る
厨
窓　
　
　
　
　

加
藤
ま
り
子

一
望
の
稲
田
の
風
が
身
を
包
む　
　
　
　

久
保
寺
ト
ミ
子

豊
の
秋
采
配
ふ
る
ふ
卒
寿
か
な　
　
　
　
　

田
中　

幸
子

　
　

◆
沈
丁
（
10
・
2
）　
　
　
　
　

寶
子
山
報　

木
の
葉
髪
椀
に
ひ
と
す
じ
あ
ら
ら
ら
ら　
　

若
村　

京
子

心
と
体
折
り
あ
ひ
つ
か
ず
木
の
葉
髪　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

す
つ
き
り
や
剃
ら
れ
て
し
ま
ひ
木
の
葉
髪　

田
中　

惠
一

木
の
葉
髪
思
へ
ば
遠
く
に
き
た
も
ん
だ　
　

河
本　

純
子

刈
田
道
風
の
通
り
が
ほ
ほ
を
う
つ　
　
　
　

勝
木　

澄
子

木
の
葉
髪
合
せ
鏡
の
夫
婦
か
な　
　
　
　
　

菅
野　

英
余

木
の
葉
髪
父
も
使
っ
た
文
机 

髙
井　

幸
子

冷
や
や
か
や
無
言
で
済
ま
す
セ
ル
フ
レ
ジ　

片
野　

節
子

木
の
葉
髪
風
に
ふ
か
れ
て
は
や
卒
寿　
　
　

峯
尾
ユ
キ
エ

つ
げ
櫛
や
は
ら
は
ら
さ
ら
り
木
の
葉
髪　
　

清
水
美
代
子

　
　

◆
小
田
原
鹿
火
屋
（
9
・
19
）　
　

久
江
報

か
な
か
な
か
な
雨
粒
落
ち
し
夕
梢　
　
　
　

足
立　

和
子

考
妣
の
化
身
か
我
に
寄
る
揚
羽　
　
　
　
　

川
本　

育
子

せ
せ
ら
ぎ
の
石
に
音
立
て
水
の
秋　
　
　
　

髙
橋　

小
糸

絵
の
具
溶
く
筆
の
先
ま
で
水
澄
め
り　
　
　

湯
浅　

義
幸

竹
林
の
光
綾
な
す
風
は
秋　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

久
江

　
　

◆
山
北
（
9
・
25
）　
　
　
　
　

由
里
子
報

月
見
草
駅
は
無
人
の
灯
が
と
も
る　
　
　
　

和
田
恵
美
子

朝
冷
や
頭
陀
袋
に
は
心
電
計　
　
　
　
　
　

星　
　

一
義

弟
と
投
げ
合
う
ボ
ー
ル
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

石
田
加
津
子

思
案
気
に
廻
る
や
秋
の
扇
風
機　
　
　
　
　

竹
下
由
里
子

　
　

◆
香
雨
・
梅
ご
ち
（
9
・
7
）　
　

忠
山
報

ひ
と
雨
に
秋
め
く
風
の
生
ま
れ
け
り　
　
　

肥
後
ち
さ
こ

岩
鼻
に
釣
人
ひ
と
り
水
の
秋　
　
　
　
　
　

関
戸
わ
よ
こ

一
粒
を
吾
子
の
頰
張
る
黒
葡
萄　
　
　
　
　

門
松　

鳳
文

自
転
車
の
ド
ミ
ノ
倒
し
に
台
風
圏　
　
　
　

吉
田　

百
代

う
す
れ
ゆ
く
故
郷
の
記
憶
つ
く
つ
く
し　
　

吉
田　

康
雄

ビ
ル
街
に
残
る
仕
舞
屋
カ
ン
ナ
咲
く　
　
　

陌
間
み
ど
り

つ
く
ば
ひ
の
鏡
の
さ
ま
に
秋
の
水　
　
　
　

小
澤　

純
子

し
ん
　
　 

た
い

　

俳
句
お
だ
わ
ら
（ 

10
・
19 

〆
切
り
、
到
着
順
）

し
も
た
や
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カ
ン
ナ
道
曲
が
れ
ば
寺
に
行
き
当
り　
　
　

柳
川　

紀
枝

草
千
里
ぐ
い
っ
と
秋
へ
曲
が
り
け
り　
　
　

加
藤　

富
江

コ
ス
モ
ス
は
風
と
語
り
て
踊
り
た
る　
　
　

小
瀬
村
信
子

掛
け
鏡
少
し
の
塵
も
良
夜
か
な　
　
　
　
　

斉
藤　
　

静

群
と
ん
ぼ
我
の
背
ﾅ
に
も
翅
の
欲
し　
　
　

加
藤
か
ほ
る

　
　

◆
実
の
り
（
10
・
15
）　
　
　
　

た
か
志
報　

行
く
秋
や
野
点
の
席
の
車
椅
子　
　
　
　
　

荒
井
ち
ゑ
子

女
学
生
声
を
揃
え
て
赤
い
羽
根　
　
　
　
　

岩
本
ひ
さ
み

椋
鳥
戻
る
電
線
揺
れ
る
塒
か
な　
　
　
　
　

杉
本　

久
子

萩
の
雨
親
子
ラ
ン
ナ
ー
会
釈
し
て　
　
　
　

木
村　

幸
枝

鉦
の
音
の
時
折
り
強
し
神
の
旅　
　
　
　
　

新
井
た
か
志

　
　

◆
鷹
（
10
・
4
）　
　
　
　
　
　
　

十
五
報

仲
秋
や
窓
少
し
開
く
仮
眠
室　
　
　
　
　
　

青
木　

孝
子

夕
風
に
熱
残
り
た
る
九
月
か
な　
　
　
　
　

池
田　

令
子

一
二
三
四
や
数
へ
て
七
つ
新
松
子　
　
　
　

西
賀　

久
實

秋
暁
の
し
じ
ま
や
吹
か
す
バ
イ
ク
音　
　
　

佐
宗　

欣
二

表
札
は
横
文
字
秋
の
バ
ラ
咲
け
り　
　
　
　

中
田　

笑
子

か
な
文
字
の
美
し
き
連
綿
か
ら
す
う
り　
　

山
﨑
美
知
子

新
人
類
は
や
還
暦
か
青
蜜
柑　
　
　
　
　
　

石
川　

州
洋

豊
穣
の
神
や
蟷
螂
の
腹
太
し　
　
　
　
　
　

庄
司　

下
載

青
墨
に
無
の
一
文
字
や
秋
深
し　
　
　
　
　

瀬
戸　

り
ん

露
冴
ゆ
る
燗
を
待
つ
手
に
砂
時
計　
　
　
　

松
下　

俊
之

せ
ん
の
な
い
思
ひ
綴
れ
り
木
の
葉
髪　
　
　

武
居
裕
美
子

長
寿
と
や
笑
ふ
て
泣
い
て
木
の
葉
髪　
　
　

森
田　

久
江

米
高
値
異
常
気
象
に
木
の
葉
髪　
　
　
　
　

川
瀬　

芳
子

人
恋
し
手
櫛
に
絡
む
木
の
葉
髪　
　
　
　
　

鈴
木　

陽
子

千
切
れ
雲
顧
み
る
な
し
木
の
葉
髪　
　
　
　

神
田　

征
夫

木
の
葉
髪
鉄
の
女
と
い
は
れ
て
も　
　
　
　

寶
子
山
京
子

　
　

◆
春
野
（
9
・
21
）　
　
　
　
　

き
よ
志
報

公
園
の
蛇
口
は
づ
さ
れ
夏
終
る　
　
　
　
　

伊
藤
は
る
子

秋
の
雲
一
瞬
よ
ぎ
る
帰
心
か
な　
　
　
　
　

内
田
知
江
子

近
道
も
回
り
道
に
も
曼
珠
沙
華　
　
　
　
　

尾
﨑　

一
夫

銀
河
の
尾
と
ど
く
中
央
分
離
帯　
　
　
　
　

瀬
戸　
　

悠

お
持
た
せ
の
ど
れ
も
柔
ら
か
敬
老
日　
　
　

富
田　

公
子

要
精
検
要
精
検
と
つ
く
つ
く
し　
　
　
　
　

二
見　

和
江

松
園
に
序
の
舞
あ
り
し
菊
香
る　

ミ
ス
テ
ゥ
レ
ッ
タ
弘
美

天
高
し
「
絵
の
具
の
青
は
品
切
れ
で
す
」
長
谷
川
き
よ
志

　
　

◆
み
な
み
（
9
・
13
）　
　
　
　

か
ほ
る
報

秋
風
や
影
や
わ
ら
か
な
石
畳　
　
　
　
　
　

市
川
め
ぐ
み

網
を
持
て
子
等
の
追
行
く
銀
や
ん
ま　
　
　

川
上　

靖
子

稲
雀
投
網
う
つ
ご
と
田
へ
降
り
ぬ　
　
　
　

加
藤　

健
治

鳳
仙
花
妻
の
座
に
い
て
六
十
年　
　
　
　
　

豊
田　

幸
枝

む
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ね
ぐ
ら

か
え
り

ひ
　
ふ
　
み
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
な
　
　
し
ん
ち
ぢ
り



さ
し
つ
ぎ
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霜
降
や
真
つ
赤
な
帯
の
新
刊
書　
　
　
　
　

高
橋
久
美
子

押
明
け
の
沖
の
紅
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　

中
山
智
津
子

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
一
本
足
に
秋
の
水　
　
　
　
　

齊
藤　
　

桂

去
来
忌
や
夕
下
風
の
木
賊
叢　
　
　
　
　
　

芹
澤　

常
子

盂
蘭
盆
や
始
発
乗
り
継
ぎ
一
番
機　
　
　
　

深
澤　

一
華

引
き
出
し
に
白
き
念
珠
や
涼
新
た　
　
　
　

松
岡
美
和
子

蛇
穴
に
入
る
や
一
条
戻
り
橋　
　
　
　
　
　

大
島
美
恵
子

刺
継
の
ジ
ー
パ
ン
軽
し
秋
日
和　
　
　
　
　

加
藤　

幾
代

コ
ス
モ
ス
や
無
人
駅
舎
の
精
算
機　
　
　
　

高
橋
千
代
子

ふ
り
む
け
ば
マ
ネ
キ
ン
案
山
子
田
の
夕
べ　

米
山　
　

翠

富
士
を
背
に
坂
道
行
く
や
女
郎
花　
　
　
　

來
田　

新
子

ひ
と
り
ご
ち
ひ
と
り
で
嗤
ふ
夜
長
か
な　
　

青
山　

典
仁

稲
刈
を
終
え
て
気
儘
な
風
が
吹
く　
　
　
　

大
沢　

年
子

老
ふ
た
り
歌
ふ
フ
ォ
ー
ク
や
月
今
宵　
　
　

小
林　
　

環

木
製
の
新
の
ベ
ン
チ
や
曼
珠
沙
華　
　
　
　

澁
谷　

明
子

白
湯
飲
み
て
新
の
靴
下
暮
の
秋　
　
　
　
　

下
平　

美
子

妻
の
字
の
名
入
り
の
タ
オ
ル
天
高
し　
　
　

鳥
海　

壮
六

鈴
虫
や
灯
を
ち
こ
ち
夕
餉
ど
き　
　

  　
　

古
屋　

德
男

漢
詩
一
行
覚
え
難
し
や
二
十
日
月　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

あ
て
ど
な
く
百
均
へ
行
く
暮
秋
か
な　
　
　

村
場　

十
五

　
　

◆
零
（
10
・
16
）　
　
　
　
　
　
　

史
郎
報　

天
高
し
高
し
と
腰
を
庇
い
つ
つ　
　
　
　
　

青
木
た
け
を

新
涼
は
極
上
の
絹
よ
く
眠
る　
　
　
　
　
　

伊
藤　

道
郎

秋
風
や
値
上
げ
の
仕
打
ち
闊
歩
す
る　
　
　

佐
藤　

正
子

新
米
を
磨
ぐ
手
の
平
の
う
れ
し
さ
よ　
　
　

中
村　

裕
子

叔
母
1
0
2
歳
間
に
合
わ
な
か
っ
た
新
米　

本
多
登
美
子

満
月
や
物
言
わ
ぬ
海
漁
船
帰
る　
　
　
　

の
が
わ
き
い
ち

い
じ
め
癖
遺
伝
で
す
か
藪
枯
ら
し 　
　
　
　

岡
本　

史
郎

　
　

◆
草
む
ら
（
10
・
18
）　
　
　
　

重
満
報

行
く
秋
や
水
の
音
消
え
し
水
無
川　
　
　
　

石
井　

秀
稀

鵙
の
こ
ゑ
大
黒
柱
さ
ら
に
黒　
　
　
　
　
　

佃　
　

悦
夫

ど
ぶ
ろ
く
や
孤
独
の
輪
郭
ぼ
や
け
出
す　
　

佐
々
木
重
満

　
　

◆
お
ほ
ゐ
（
10
・
18
）　
　
　

き
よ
子
報

大
海
原
と
き
を
忘
れ
る
秋
十
月　
　
　
　
　

加
藤　

春
江

一
望
の
海
穏
や
か
や
天
高
し　
　
　
　
　
　

髙
橋
み
ど
り

閑
か
さ
や
神
社
の
森
に
秋
の
声　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

国
府
津
浜
海
輝
い
て
秋
の
風　
　
　
　
　
　

中
津
川
晴
江

な
つ
か
し
い
こ
と
ば
と
出
会
う
秋
の
古
社　

原　
　

仁
子

波
音
の
規
則
正
し
く
秋
の
風　
　
　
　
　
　

松
良　

榮
美

撫
で
牛
や
耳
な
し
目
な
し
天
神
社　
　
　
　

安
池　

利
枝

秋
う
ら
ら
社
の
大
樹
魅
了
せ
り　
　
　
　
　

二
上　

光
子

小
余
綾
の
潮
騒
尽
き
ぬ
浜
や
秋　
　
　
　
　

横
塚　

昌
平

わ
ら

ふ
　
ね

こ
ゆ
る
ぎ
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顛
末
を
語
る
流
木
秋
の
浜　
　
　
　
　
　
　

小
野　

菊
土

椋
の
実
の
落
ち
て
鎮
守
の
通
り
ゃ
ん
せ　
　

石
井
き
よ
子

　
　

◆
無
所
属

遠
目
に
は
彩
り
淡
し
草
の
花　
　
　
　
　
　

小
林
永
以
子

底
紅
や
き
の
ふ
の
吾
よ
り
荷
の
届
く　
　
　

畠　
　

梅
乃

秋
刀
魚
食
ぶ
中
骨
一
本
残
る
皿　
　
　
　
　

一
ノ
瀬
茂
代

秋
麗
ら
稽
古
三
味
線
三
下
り　
　
　
　
　
　

山
本　

す
み

秋
を
買
う
小
ぶ
り
な
れ
ど
も
初
さ
ん
ま　
　

出
澤　

洋
子

夕
闇
の
鉦
叩
短
か
き
一
会　
　
　
　
　
　
　

岩
楯
惠
津
子

十
月
の
吹
奏
楽
部
員
は
バ
ス
に
乗
る　
　
　

瀬
戸　

正
洋

風
の
盆
指
が
宇
宙
と
対
話
せ
り　
　
　
　
　

田
畑
ヒ
ロ
子

山
門
に
か
る
く
会
釈
の
秋
彼
岸　
　
　
　
　

山
田　

照
子

重
さ
う
に
軽
さ
う
に
来
る
神
輿
か
な　
　
　

須
田　

聡
子

零
余
子
を
引
く
鳥
の
く
ち
ば
し
引
く
よ
う
に　

大
石　

雄
介

ヨ
ー
ソ
ロ
ー
牛
蒡
て
ん
ぷ
ら
筏
組
む　
　
　

大
石　

和
子

身
の
内
の
野
分
し
ず
め
て
寝
酒
か
な　
　

大
佐
田
う
づ
き

「
身
を
守
る
行
動
と
っ
て
」
秋
出
水　
　
　

北
村　

文
江

逆
ら
わ
ず
仏
の
ご
と
く
ゐ
て
涼
し　
　
　
　

小
澤　

園
子

こ
げ
飯
に
し
ょ
う
ゆ
少
々
秋
日
和　
　
　
　

岡
田　

典
代

台
風
の
来
る
ら
し
ド
ア
ノ
ブ
に
微
熱　
　
　

杉
山
あ
け
み

目
も
耳
も
達
者
一
歩
に
散
る
蟋
蟀　
　
　
　

杉
崎　

せ
つ

棟
梁
の
煙
管
銜
へ
し
老
の
伊
達　
　
　
　

小
島
ノ
ブ
ヨ
シ

　

「
わ
た
し
の
一
句
」
編
集
後
記

　

七
百
号
特
別
企
画
「
わ
た
し
の
一
句
」
に
投
句
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
の
つ
ま
っ
た
句
と
自
解
で
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
自
解

の
字
数
を
趣
旨
変
ら
な
い
範
囲
で
手
を
入
れ
ま
し
た
こ
と
、

何
卒
ご
諒
解
下
さ
い
。

広
報
部
長　

村
場　

十
五

　
令
和
七
年 

年
間
ベ
ス
ト
一
句
集
案
内

一
、
全
会
員
に
、
令
和
7
年
中
の
作
品
か
ら
ベ
ス
ト
一
句
を

　
　

自
選
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
会
報
発
表
句
に
は
限
ら

　
　

ず
各
人
の
全
発
表
作
品
を
対
象
と
し
て
下
さ
い
。

一
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
と
り
ま
と
め
て
下
さ
い
。
グ
ル
ー

　
　

プ
の
責
任
者
に
は
別
途
そ
の
お
願
い
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

一
、
無
所
属
の
方
は
、広
報
部
あ
て「
ベ
ス
ト
一
句
集
」
と
し

　
　

て
は
が
き
で
送
稿
し
て
下
さ
い
。

一
、
〆
切
り　

令
和
8
年
1
月
9
日
（
2
月
号
掲
載
）

一
、
送
稿
先　

 

〒
250-

0042  

小
田
原
市
荻
窪
五
四
九
ー
一
七

　
　
　
　
　

  
小
田
原
俳
句
協
会
広
報
部　

  

村
場
十
五
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中
田　

笑
子

草
流
れ
軽
鳧
の
子
流
れ
川
流
れ　
　
　
　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

　

季
語
軽
鳧
の
子
で
季
節
は
夏
。
ま
だ
飛
べ
な
い
カ
ル
ガ
モ
の

雛
が
親
の
後
を
追
っ
て
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い
た
り
泳
い
だ
り
す
る
姿

は
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
。
小
川
が
穏
や
か
に
流
れ
、
草
も
軽

鳧
の
子
も
流
れ
て
い
く
。
軽
鳧
の
子
は
水
面
下
で
一
生
懸
命
に

泳
い
で
い
る
の
だ
が
、
ぎ
こ
ち
な
い
泳
ぎ
で
ま
る
で
流
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。
流
れ
と
い
う
語
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
句

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
し
て
い
る
。

　

絵
本
の
一
場
面
の
よ
う
な
情
景
で
心
の
和
む
一
句
。

赤
ち
ゃ
ん
の
体
温
も
ら
う
寒
さ
か
な　
　
　
　
　

蓑
宮　

わ
か

梅
の
香
や
胸
の
破
片
は
抜
け
ぬ
ま
ま　
　
　
　
　

峯
尾
ユ
キ
エ

ふ
る
さ
と
に
宿
を
と
り
た
り
冷
し
酒　
　
　
　
　

村
場　

十
五

向
日
葵
や
戦
禍
に
知
り
し
街
い
く
つ　
　
　
　
　

百
川　

秀
子

生
身
魂
香
り
あ
ふ
れ
て
レ
モ
ン
サ
ワ
ー　
　
　
　

安
池　

利
枝

レ
ジ
並
ぶ
男
の
籠
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　

柳
川　

紀
枝

わ
け
も
な
く
白
木
蓮
の
白
ね
た
む　
　
　
　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

子
の
こ
こ
ろ
読
め
ぬ
不
覚
や
寒
茜　
　
　
　
　
　

山
﨑　

悦
子

背
を
向
け
て
文
よ
む
少
女
春
の
風　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
知
子

癒
ゆ
る
こ
と
信
じ
葛
湯
の
半
透
明　
　
　
　
　
　

山
田　

照
子

少
年
の
今
日
も
無
口
や
か
い
つ
ぶ
り　
　
　
　
　

山
本　

す
み

『
合
同
句
集
第
十
三
集
』
12
句
抄
（
76
〜
81
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

杉
山
あ
け
み

柏
手
の
音
の
行
方
や
初
山
河　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

悦
子

　

柏
手
は
神
社
で
、
初
山
河
と
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
は
初
詣
で

す
ね
。
家
族
や
知
人
の
健
康
や
幸
せ
、
無
事
を
願
っ
て
の
柏
手

と
思
い
ま
す
の
に
、
そ
の
音
の
響
き
か
ら
遠
く
の
景
色
に
ま
で

視
野
が
広
が
っ
た
所
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い
自
然
が

い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
四
季
か
ら
春
と
秋
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
昨

今
の
こ
の
異
常
気
象
の
中
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
お
だ
い
じ
に
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
‼

青
蛙
跳
ん
で
は
児
ら
を
遊
ば
せ
る　
　
　
　
　
　

蓑
宮　

わ
か

夜
半
の
冬
三
半
規
管
ざ
わ
ざ
わ
と　
　
　
　
　
　

峯
尾
ユ
キ
エ

鯛
焼
の
温
し
月
蝕
さ
な
か
な
り　
　
　
　
　
　
　

村
場　

十
五

か
み
合
は
ぬ
家
族
の
記
憶
と
ろ
ろ
汁　
　
　
　
　

百
川　

秀
子

冴
ゆ
る
夜
の
鏡
に
吸
ひ
込
ま
れ
て
ゆ
く　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

音
を
連
れ
ど
こ
へ
吊
る
そ
う
軒
風
鈴　
　
　
　
　

安
池　

利
枝

夕
暮
れ
て
落
ち
葉
の
音
を
足
で
聞
く　
　
　
　
　

柳
川　

紀
枝

わ
け
も
な
く
白
木
蓮
の
白
ね
た
む　
　
　
　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

て
ら
て
ら
と
石
州
瓦
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
知
子

十
二
月
八
日
深
夜
便
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン　
　
　

山
田　

照
子

少
年
の
今
日
も
無
口
や
か
い
つ
ぶ
り　
　
　
　
　

山
本　

す
み






